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特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
都
発
達
障
害
支
援
協
会 

理 

事 

長 
 

山 

下 
 

望 

 

謹
賀
新
年

AIGO TOKYO 第 13 号 

新 年 号 

 

令
和
６
年
度
は
、
３
年
ぶ
り
の
報
酬
改
定
と
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
東
京
都
発
達
障
害
支
援
協
会
が
所
属
す
る

関
東
地
区
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
報
酬
改
定
を
受
け
、
制
度

点
検
を
行
い
、
課
題
と
要
望
書
を
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
に
提
出
し

ま
し
た
。
最
も
大
き
な
課
題
は
、
諸
物
価
の
高
騰
に
対
応
し
た
給
付
費
の

適
正
な
値
上
げ
で
す
。
３
年
に
１
度
の
改
定
で
は
追
い
つ
か
ず
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
方
式
で
の
毎
年
の
給
付
費
調
整
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
人
材
確
保

も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
若
者
Ｚ
世
代
は
給
料
の
高
さ
や
休
み
の
多
さ
を
重

視
す
る
た
め
、
福
祉
事
業
が
他
産
業
と
競
争
す
る
に
は
魅
力
的
な
条
件
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
福
祉
・
介
護
へ
の
関
心
を
持
つ
若
者
が
減
少
し
て

い
る
現
状
を
変
え
る
た
め
、体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

以
前
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
時
代
に
は
、
小
・
中
学
生
が
福
祉
施
設
で
体

験
し
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は

「
Ｉ
Ｔ
依
存
」「
ス
マ
ホ
依
存
」
の
傾
向
が
あ
り
、
人
と
関
わ
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
し
、
人
と
話
し
た
り
協
力
し
た
り
す

る
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
る
企
画
が
必
要
で
す
。
各
事
業
所
で
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
計
画
し
、将
来
を
見
据
え
た
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

 

第９回４団体共催研修会 

＊日程 2025 年 2 月 11 日（火・祝） 13：30～16：50（予定） 

＊会場 三鷹産業プラザ ７F 会議室 

今年度は松崎貴之氏（厚労省 障害福祉専門官）を講師にお迎えし、令和 6 年報酬改定の振り返りと実施内容

の確認、障害者支援施設のあり方に関する研究事業の状況、今後の議論の方向性等についてのお話や、国連に 

おける障害者権利条約の対日審査の指摘についても触れていただきます。 

各団体による登壇もありますので、ぜひご参加ください！ 

テーマ ≪安心して暮らせる・託せる居住支援とは≫ 
 

講師 松崎貴之氏 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 
地域生活・発達障害者支援室 虐待防止対策専門官/障害福祉専門官 

【４団体】特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会  一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会 

     東京都障害者通所活動施設職員研修会     東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

申込フォーム 
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児
童
発
達
支
援
部
会
部
会
長 

 
 

友
愛
学
園
児
童
部
施
設
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
川  

淳 
      

 
  

    
 
   

障
害
者
支
援
施
設
部
会
部
会
長 

ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
施
設
長 

 
 
 
   

 
 
  

 

貝
沼 

寿
夫 

日
中
活
動
支
援
部
会
部
会
長 

  

町
田
福
祉
園
施
設
長 

 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
  

林 

良
介 

 令
和
６
年

11

月

14

日
（
木
）・
15

日
（
金
）
に
関

東
地
区
知
的
障
害
関
係
施
設
種
別
代
表
者
会
議
が
茨
城

県
の
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
第
４
分
科
会
、
日
中
活
動
支
援
部
会
で
は
、

「
社
会
参
加
と
意
思
決
定
支
援
、
本
人
中
心
の
生
活
実

現
に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
日
中
活
動
支
援
部
会

の
森
下
部
会
長
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
都
県
市

代
表
か
ら
意
思
決
定
支
援
の
事
例
や
令
和
６
年
度
報
酬

改
定
後
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
森
下
部
会
長
の
講
演
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
た
こ

と
と
し
て
、「
意
思
決
定
支
援
」
と
は
、「
本
人
の
意
思

を
中
心
に
お
い
た
支
援
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
意
思
表
出
」
や
「
意
思
形
成
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
私
た
ち
支
援
者
の
役
割
は
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
幸
せ
づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に

重
い
障
害
が
あ
る
方
で
あ
っ
て
も
、
可
能
性
は
皆
同
じ

よ
う
に
存
在
し
、
そ
の
意
思
決
定
の
取
り
組
み
は
、
職

員
育
成
に
つ
な
が
る
。 

結
び
に
、
人
生
物
語
の
中
で
は
、
ご
利
用
者
も
私
た

ち
も
、「
お
互
い
さ
ま
」
の
人
生
を
生
き
て
い
く
。 

「
人

生
は
出
会
い
の
中
に
あ
る
！
」「
～
の
た
め
に
」か
ら「
～

と
と
も
に
」
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
い
う
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

各
部
会
か
ら 

令
和
６
年
度
は
３
年
に
１
度
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
障
害
児
に
お
い

て
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設
さ
れ
て
以
後
、
初
め

て
の
報
酬
改
定
と
な
り
ま
し
た
。 

入
所
施
設
は
家
庭
的
養
育
環
境
の
確
保
と
し
て
、

小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
加
算
の
見
直
し
や
入
所
児
童

の
移
行
支
援
の
充
実
等
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
都

の
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
で
は
、

18

歳
以
降
の

生
活
の
場
と
し
て
、
東
京
都
外
の
入
所
施
設
や
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
へ
移
行
す
る
児
童
も
多
く
い
ま
す
。
児

童
本
人
が
将
来
、
ど
こ
で
暮
ら
し
た
い
か
、
と
い
う

意
思
決
定
支
援
も
含
め
て
課
題
と
感
じ
ま
す
。 

児
童
発
達
支
援
お
よ
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
通
所
事
業
で
は
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
観

点
か
ら
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
評
価
が

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
通
所
施
設
の
不
足
や
短
期
入
所
施
設
な
ど

の
地
域
資
源
の
少
な
さ
も
地
域
福
祉
の
現
状
の
ひ
と

つ
で
す
。 

こ
れ
ら
の
課
題
と
状
況
は

11

月

15

日
（
金
）
に

行
わ
れ
た
関
東
地
区
知
的
障
害
関
係
施
設
種
別
代
表

者
会
議
茨
城
大
会
の
児
童
発
達
支
援
分
科
会
で
も
報

告
を
致
し
ま
し
た
。
障
害
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
と
い
っ
た
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
の
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。 

  

令
和
６
年

12

月

19

日

（
木
）・
20

日
（
金
）
に
広 

 
 

島
に
お
い
て
、
第

12

回

障
害
者
支
援
施
設
部
会

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

「
共
生
社
会
へ
の
更
な

る
挑
戦
」
～ 

イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
で
持
続
可
能
な

本
人
中
心
の
意
思
決
定

～
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
、

１
日
目
に
は
、
広
島
大
学 

の
名
誉
教
授
の
横
藤
田 

誠
氏
に
よ
る
「
障
害
者
に
と

っ
て
の
意
思
決
定
支
援
と
共
生
社
会
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
の
基
調
講
演
、
行
政
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2

日
目
の
分
科
会
で
は
、「
専
門
的
な
意
思
決
定
支
援

の
姿
」・「
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
方
へ
の
専
門
支
援

の
あ
り
方
」・「
共
生
社
会
に
お
け
る
支
援
施
設
の
役
割

と
責
任
」・「
支
援
施
設
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」
の
４
つ

の
テ
ー
マ
で
、
講
演
や
実
践
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
報
酬
改
定
を
機
に
、
障
害
者
支
援
施
設
に
限

ら
ず
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
本
人
の
意
思
決
定
を

支
援
す
る
こ
と
が
、
更
な
る
我
々
の
重
要
な
使
命
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
よ
り
地
域
連
携
推
進
会
議
の

設
置
（
も
し
く
は
第
三
者
評
価
受
審
）、
令
和
８
年
度
よ

り
意
向
確
認
担
当
者
の
選
任
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
強
度
行
動
障
害
者
へ
の
専
門
的
支
援
や
社
会
貢
献

事
業
の
推
進
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題 

が
山
積
さ
れ
ま
す
が
、
共
生
社
会
に
お
い
て
の
障
害
者

支
援
施
設
の
存
在
意
義
や
価
値
の
向
上
に
向
け
て
、
皆

様
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

 



ま
た
、
研
修
会
場
の
隣
で
は
「
思
い
を
伝
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
チ
カ
ラ
」
と
し
て
全
国
の
事
業
所
の
生
産
品

の
中
か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
と
デ
ザ 

イ
ン
に
こ
だ
わ
っ
た
「
パ
ッ 

ケ
ー
ジ
」
の
展
示
会
も
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

就
労
や
高
い
工
賃
を
得
る 

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
「
そ 

の
人
ら
し
い
生
活
、
暮
ら
し
、 

働
き
方
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て 

い
く
こ
と
の
大
切
さ
と
重
要 

性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ 

る
２
日
間
で
し
た
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令
和
６
年

12

月
２
日
（
月
）
・
３
日
（
火
）
の
２
日

間
で
第

12

回
全
国
生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会
職
員
研

修
会
が
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
５
年
ぶ
り
に
対
面

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初
日
は
、
行
政
説
明
と
上
智
大
学
教
授 

笠
原
氏
に

よ
る
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
「
就
労
選
択
支
援
」
今
ま
で
の
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
手
法
を
活
用
し
、
利
用
者
本
人
と
支
援
者
と
の
「
共

同
」
で
自
分
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
、
本
人
の
希
望
を
重
視
し
な
が
ら
就
労
や
就
労
移
行
へ

の
選
択
の
機
会
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
情
報
や
専
門
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
研
修
後
の
交
流
会
で
は
、
事
業
所
と
の

コ
ラ
ボ
し
た
料
理
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
は
「
雇
用
」
を
テ
ー
マ
に
障
害
者
雇
用
施
策
に

つ
い
て
の
行
政
説
明
と
企
業
と
の
連
携
・
施
設
外
就
労
の

実
践
報
告
を
踏
ま
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

地
域
支
援
部
会
副
部
会
長 

 
  

ｎ
ｉ
ｉ
ｍ
ａ
施
設
長 

 
 
 
 
 
   

  
 
 
 

上
原 

直
哉 

分
科
会
で
は
、
障
が
い
者
権
利
条
約
の
勧
告
か
ら
２
年
、

何
が
変
わ
っ
た
か
、
変
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。
そ
し
て
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の
礎
と

な
る
こ
と
を
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。 

11

月
の
種
別
代
表
者
会
議
（
茨
城
）
で
は
、
報
酬
改

定
か
ら
半
年
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
を
基
に
情

報
交
換
し
な
が
ら
、
そ
の
人
ら
し
い
地
域
生
活
に
向
け
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
運
営
面
で
は
、
障
害
の
重
い
入
居
者

が
い
て
収
入
増
と
な
っ
た
Ｇ
Ｈ
は
約
３
割
で
、
半
数
は
収

入
減
と
な
り
、
他
の
事
業
と
合
わ
せ
て
成
り
立
た
せ
て
い

る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
茨
城
で
は
社
福
の

Ｇ
Ｈ
は
増
え
て
い
な
い
が
、
株
式
会
社
の
数
は
数
年
で
倍

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
、
こ
れ
は
他
県
で
も
同

様
の
状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
人
暮
ら
し
や

結
婚
支
援
の
事
例
報
告
が
あ
り
、
本
人
の
希
望
す
る
暮
ら

し
に
向
け
た
聞
き
取
り
や
チ
ー
ム
支
援
な
ど
、
丁
寧
に
進

め
て
い
く
必
要
性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
来
年
度
の
職

員
研
究
大
会
で
も
、
事
例
か
ら
大
切
な
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
皆
さ
ん
と
共
に
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
地
域
生
活
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

今
回
は
、
参
加
し
た
関
東
地
区
大
会
の
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
の
福
祉
関
係
職
員
研
究
大
会

（
長
野
）
で
は
、
誰
も
が
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な

い
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
先
を
見
て
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知

る
と
い
う
視
点
か
ら
多
く
の
情
報
発
信
が
あ
り
ま
し
た
。

べ
て
る
の
家
の
当
事
者
研
究
を
通
し
た
、
心
や
力
を
合

わ
せ
て
、
助
け
合
っ
て
働
き
暮
ら
す
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
、
改
め
て
「
共
生
社
会
」
を

考
え
ま
し
た
。 

 

相
談
支
援
部
会
部
会
長 

 
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表 

 
 
            

  

藤
井 

亘 

令
和
６
年

11

月

14

日
（
木
）・

15

日
（
金
） 

関
東
地
区
知
的
障
害
関
係
施
設
種
別
代
表
者
会
議
報
告 

 

厚
生
労
働
省
の
小
川
陽
専
門
官
か
ら
の
ご
報
告
で
は
、

国
と
し
て
相
談
支
援
専
門
員
の
育
成
や
適
正
化
を
目
指 

し
、
法
定
研
修
制
度
や
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
て 

き
て
い
る
こ
と
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、 

 

 

生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会
部
会
長 

 
 

Ｂ
ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
凛
施
設
長 

 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 

金
子 

正 
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支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会
部
会
長 

滝
乃
川
学
園 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
副
科
長 

小
池 

誠 

支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会
は
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て

構
成
・
運
営
し
て
お
り
、
今
年
度
は

37

名
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
「
知
ら
な
い
ジ
ャ
ン

ル
を
見
て
知
見
を
広
め
、
新
た
な
視
点
を
得
て
実
践
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
事
業
所
見
学
、
難
し
い

ケ
ー
ス
を
検
討
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
、
福
祉
業
界
に
も
多
大

な
変
化
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
現
場
の
ス
タ
ッ
フ

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
た
だ
目

の
前
の
方
の
支
援
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
の

情
勢
を
捉
え
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。 

 
今
年

10

月
に
全
国
大
会
福
井
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
基
調
講
演
の
中
で
、「
自
立
と
依
存
」
に
つ
い
て
触

れ
て
い
ま
す
。
何
で
も
自
分
で
出
来
る
事
は
自
分
で
、

で
は
な
く
相
互
的
依
存
で
繁
栄
し
て
き
た
歴
史
を
認
め
、

依
存
の
太
さ
と
依
存
先
の
本
数
を
区
別
す
る
こ
と
が
重

要
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
保
障
す
る
こ
と
と
同
様
と
思
い
ま
す
。
特
に
強
度

行
動
障
害
を
有
す
る
方
々
に
と
っ
て
、
受
け
入
れ
先
が

な
く
ご
本
人
ご
家
族
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
事
例
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
視
点
を
も
っ
て
、
ま
た
専

門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
用
し
て
チ
ー
ム
で
支
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。 

我
々
支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
し

っ
か
り
と
認
識
し
、
豊
か
な
生
活
に
近
づ
く
一
助
と
な

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

政
策
提
言
委
員
会
委
員
長 

赤
塚
福
祉
園
施
設
長 小

池 

朗 

政
策
提
言
委
員
会
は
、
東
社
協
知
的
発
達
障
害
部
会

や
他
の
障
害
福
祉
関
係
団
体
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
大
ま

か
な
役
割
分
担
は
、
東
京
都
特
有
の
問
題
や
予
算
に
つ

い
て
は
東
社
協
が
担
当
し
、
国
全
体
の
法
制
度
や
報
酬

改
定
等
に
つ
い
て
は
協
会
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
障
害
福
祉
関
係
団
体
と
は
、
東
京
大
集
会
の
開
催

に
あ
た
っ
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
で

は
、
障
害
の
あ
る
方
の
住
ま
い
の
場
の
問
題
は
依
然
と
し

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
知
的
発
達
障
害
部
会

に
お
い
て
も
、
今
年
度
の
東
京
都
に
対
す
る
「
東
京
都
障

害
者
施
策
に
関
す
る
提
言
及
び
予
算
要
望
」
や
、
東
社
協

と
し
て
の
都
知
事
並
び
に
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い

て
、「
住
ま
い
の
場
の
充
実
」
を
要
望
事
項
と
し
て
伝
え

て
い
ま
す
。
東
京
都
の
行
政
と
し
て
の
大
都
市
特
有
の
課

題
や
要
望
は
、東
京
都
を
通
じ
て
国
に
伝
え
て
も
ら
え
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、
報
酬
改
定
全
般
に
関
す

る
事
項
な
ど
事
業
者
に
関
す
る
全
国
的
な
課
題
に
つ
い

て
は
、
協
会
を
通
じ
て
国
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
、
東
社
協
知
的
発
達
障
害
部

会
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
福
祉
関
係
団
体
と
連
携
し
、国

及
び
東
京
都
へ
の
政
策
提
言
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

地
域
生
活
支
援
体
制
の
強
化
や
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ご
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
思
決
定
支
援
の
推
進
と
し

て
、
施
設
入
所
支
援
の
入
所
者
を
含
め
て
利
用
者
参
画

を
原
則
化
し
、
支
援
計
画
作
成
時
の
自
己
決
定
を
重
視

し
、
さ
ら
に
、
相
談
支
援
事
業
の
運
営
安
定
化
や
障
害

者
の
希
望
す
る
生
活
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進

め
て
い
る
と
い
う
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
前
半
は
相
談
支
援

専
門
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
参
加
者
が
自
己
紹
介
を

お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
茨
城
、
東
京
、
栃
木
、
埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
現
場
で
相

談
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
が
相
談
支
援
専
門
員
の

養
成
や
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
合
い
、
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
課
題
や
取
組
み
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

養
成
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
相
談
支
援
に

従
事
す
る
人
が
少
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
や
、
各
地
域

の
相
談
支
援
専
門
員
の
人
数
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
率
な
ど

相
談
支
援
体
制
の
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
半
で
は
災
害
時
の
障
害
者
の
避
難
に
関
す
る
課
題

や
、
相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
政
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
相
談
支
援
専
門
員
の

研
修
の
充
実
や
、
市
区
町
村
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の

整
備
な
ど
の
重
要
性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
相
談
支

援
に
関
す
る
国
の
施
策
や
、
障
害
児
支
援
の
専
門
性
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
地
域

の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

  

本
年
も
各
部
会
・
委
員
会
の
活
動
に
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 
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■第１回  

開催日：６月 11 日（火）15：00～16：30  

会 場：cocobunji プラザ A ホール 

テーマ『福祉・介護サービス分野における労働力不足とそれに伴う対策について』 

     講師 石垣 健彦 氏  厚生労働省大臣官房審議官 
 

 少子高齢化の中で昔のように採用できないのは全産業共通という 

状況がある中で、労働市場、民間人材ビジネスの現状やハローワー 

クの取組などについて、具体的なデータや事例を用いながら、 

福祉・介護サービス分野における労働力不足の現状とそれに対する 

対策についてお話いただき、貴重な学びの機会となりました。 

 
■第２回 

 開催日：11 月 25 日（月）14：00～16：45 

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター 401 研修室 

 テーマ『強度行動障害支援の現在地点』 講師 竹矢 恒氏 一般社団法人あんぷ代表 
  
 令和 6 年の報酬改定において強度行動障害を有する障害者等への支援体制の充実が提示されました。そ

れにより私たちは今後どのように体制を整え、支援を行っていく必要があるのか、一般社団法人あんぷ代

表で、厚生労働省の「強度行動障害支援者養成研修」のプログラム作成担当をされている竹矢恒氏にお話

を聴きました。 

 今後、強度行動障害を有する方の支援の核を担う広域的支援人材や中核的人材に関して、実際の支援に

おける予防的支援の大切さ、各事業所の現状をアセスメントし、職員をマネジメントしていく必要性など

お話いただきました。報酬を絡めた制度の話から実際の支援や問題点の気づきまで多岐にわたってお話い

ただき、学びの多い研修となりました。 

【アンケートより抜粋】 

・ 自分の事業所に今、何が必要なのか考えることができた 

・ 同じような悩みを持っている施設もあり、共感できた 

・ 人材確保よりも人材育成に注力することが大切だとわかった 

・ 当たり前のことを当たり前の支援として取り入れる努力をしたい 

・ 障害特性に合わせたようで、合わせていなかったことに気づかされた 

・ 強度行動障害のある方の支援について、その人の障害特性だけでなく機能的アセスメントをしないと改善

につながらないという点や、支援は矯正や治療ではなくその人がその特性ゆえに困難を持ちながらも豊か 

に暮らせることを目指すものというところに納得できた  

 

 

 

研 修 会 報 告 

 関東地区知的障害者福祉協会の動き 

 
■第 51 回関東地区知的障害福祉関係職員研究大会長野大会 

テーマ【新しい地平線を行く～支援とは、感動だ！～】 

期日：7/4（木）～5（金）会場：ホテルメトロポリタン長野 
 

■2024（令和 6）年度関東地区知的障害関係施設種別代表者 

会議茨城大会 

テーマ【いやどうも！「桜梅桃李」 

～ひとりひとりが輝くまちへ～】 

期日：11/14（木）～15（金） 

会場：ホテルレイクビュー水戸、他 

◇ 会長・事務局長及び正副部会長会議 

テーマ【令和 6 年度報酬改定に向けて 

～地方会からの現状報告と評価】 

期日：9 月 13 日（金）会場：日本青年館ホテル

＊助言者として、白石孝之氏（日本知的障害者福

祉協会政策委員会副委員長）をお迎えし、意見交

換をおこないました。 

 

 

 

 訃報 
宮下 智様（長野県知的障がい福祉協会会長/社会福祉法 

人明星会理事長）におかれましては、令和 6 年 12 月 3 日

ご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。 
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令和６年度知的障害者福祉事業功労者表彰 

田村 文子（滝乃川学園児童部）  平野 雅彦（滝乃川学園児童部）  本間 修  （滝乃川学園成人部） 

三河 藍 （滝乃川学園成人部）  青木 尚江（かすみの里）     宮崎 可奈子（旭出生産福祉園） 

若谷 寛子（かもめ園）                                ＜敬称略＞ 

 

今年度候補者を推薦していただき、功労者として表彰された皆さまをご紹介いたします。 

表彰式は 10月 3日（木）第 60回全国知的障害福祉関係職員研究大会（福井大会）にて執り行われました。 

祝 日本知的障害者福祉協会 会長賞受賞 

令和６年度会長賞については、当協会より推薦いたしました、山本あおひ様 

（元協会副理事長、社会福祉法人正夢の会理事長）が受賞されました。 
 

山本様は、平成 13年「社会福祉法人正夢の会」の設立に関わり、平成 14年 

には知的障害者入所施設「パサージュいなぎ」の初代施設長に就任されました。 

「心に添った支援」を合言葉に、発達障害の特性に配慮した個別的な支援の展 

開と権利擁護を土台にした人材育成、誰もが住み慣れた地域で暮らすことが 

できる地域づくりに力を入れ、地域福祉の発展に寄与してこられました。 

また、東日本大震災では、当協会と東社協知的発達障害部会が協力・連携した合同災害対策本部本部

長、東日本大震災復興支援特別委員会委員長を務められ、陣頭に立って宮城県気仙沼市の福祉関連施 

設を中心に復興支援をおこないました。対策本部が解散された後も、東日本大 

震災復興支援特別委員会に関わり、被災地の復興支援を継続し、現地との連携 

や福祉人材の育成にも貢献されました。 

それらの活動が、その後各地で災害があった際に速やかに被災地支援が行わ 

れる「東京合同災害支援チーム」の土台となり、今に受け継がれています。 

                          （推薦文より抜粋） 

 

☆ 表彰式 ☆ 
全国施設長会議（7/11）にて 

おめでとうございます！ 

役 員 名 簿   

任期： 令和６（２０２４）～令和７（２０２５）年度 

【役員】 

【部会役員】 

【委員会】 

1 政策提言 小池　朗 （福）嬉泉　赤塚福祉園 

役員名簿  任期：令和6（2024）～7（2025）年度

役　　職 氏　名 所　属

1 理事長 山下　望 （福）南風会　青梅学園 

2 副理事長 坂本　光敏 （福）原町成年寮　

3 理　事 貝沼　寿夫 （福）龍鳳　ライフパートナーこぶし 

4 理　事 石川　淳 （福）友愛学園　友愛学園児童部 

5 理　事 上原　直哉 （福）東京都手をつなぐ育成会　niima 

6 理　事 林　良介 （福）みずき福祉会　町田福祉園 

7 理　事 金子　正 （福）睦月会 Beステーション凛 

8 理　事 藤井　亘 （NPO）居宅サービス事業者ネットワーク 

1 監　事 本多　公恵 （福）滝乃川学園 参与 運営管理部付き

2 監　事 須賀　悟 （福）藤倉学園

【役員】

部　会　名
上段：部会長

下段：副部会長
所　属

石川　淳 （福）友愛学園　友愛学園児童部 

山内　ゆきみ （福）武蔵野会　すぎな愛育園 

貝沼　寿夫 （福）龍鳳　ライフパートナーこぶし 

山下　昌浩 （福）それいゆ　花の里　

林　　良介 （福）みずき福祉会　町田福祉園 

今宮　麗子 （福）調布市社会福祉事業団　なごみ 

金子　正 （福）睦月会 Beステーション凛 

山中　誠一
（福）恩賜財団東京都同胞援護会
　板橋区立小茂根福祉園

坂本　光敏 （福）原町成年寮　

上原　直哉 （福）東京都手をつなぐ育成会　niima 

鈴木　千香子
（事務局長兼務）

（福）けやきの杜

   地域共同生活支援センター・レハイム/キッピス

藤井　亘 （NPO）居宅サービス事業者ネットワーク 

中川　邦仁丈 （福）せたがや樫の木会 相談支援センターあい 

小池　誠 （福）滝乃川学園　滝乃川学園グループホーム部

中山　有人　 （福）啓光学園

秦　　啓記　 （福）睦月会　わかばの家

1 児童発達支援

2 障害者支援施設

6 相談支援

7 支援スタッフ

3 日中活動支援

4 生産活動・就労支援

5 地域支援
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2024 年度の定期総会は、6月 11日（火）ココブンジプラザにて開催いたしました。総社員数 196名、出席社員 106名（委任

状出席含む）により総会は成立、全ての議案をご承認いただきました。 

2024年度定期総会 報告 

2023年度一般会計決算書 2023/4/1～2024/3/31

【収入の部】 （単位：円）

大科目 中科目 決算額

会費 8,756,300

還付金 本部還付金 109,097

研修参加費 0

委託費 関東地区事務費 100,000

雑収入 436,936

繰入金 300,000

繰越金 前期繰越金 70,366

9,772,699収入合計

【支出の部】

大科目 中科目 決算額

会費 7,194,300

事務費 2,142,840

事業費 278,215

予備費 0

支出合計 9,615,355

繰越金 次期繰越金 157,344

2023年度特別会計決算書                     2023/4/1～2024/3/31

　【収入の部】 （単位：円）

科　　目 決算額

雑収入 131

前期繰越金 19,456,744

収入合計 19,456,875

　【支出の部】

科　　目 決算額

災害準備金 422,000

活動費 300,000

雑費 78,650

次期繰越金 18,656,225

支出合計 19,456,875

2024年度一般会計予算 2024/4/1～2025/3/31

【収入の部】 （単位：円）

大科目 中科目 予算額

会費 8,776,000

還付金 本部還付金 105,000

研修参加費 50,000

委託費 関東地区事務費 100,000

雑収入 400,000

繰入金 500,000

繰越金 前期繰越金 130,000

10,061,000収入合計

【支出の部】

大科目 中科目 予算額

会費 7,216,000

事務費 2,363,000

事業費 380,000

予備費 102,000

10,061,000支出合計

2024年度特別会計予算                     2024/4/1～2025/3/31

　【収入の部】 （単位：円）

科目 予算額

雑収入 200

前期繰越金 18,656,225

収入合計 18,656,425

　【支出の部】

科目 予算額

災害等準備金 1,000,000

活動費 500,000

雑費 5,000

予備費 17,151,425

支出合計 18,656,425

一般会計貸借対照表 2024年3月31日現在

（単位：　円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 157,344 70,366 86,978 負債の部合計 0 0 0

現金 8,950 8,533 417

普通預金 130,494 50,133 80,361 次期繰越活動増減差額 157,344 70,366 86,978

前払金 17,900 10,700 7,200 （うち当期活動増減差額） 78,294 ▲ 8,684 86,978

仮払金 0 1,000 ▲ 1,000 純資産の部合計 157,344 70,366 86,978

資産の部合計 157,344 70,366 86,978 負債及び純資産の部合計 157,344 70,366 86,978

純資産の部

資産の部 負債の部

特別会計貸借対照表 2024年3月31日現在

（単位：　円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 1,656,225 19,457,744 ▲ 17,801,519 仮受金 0 1,000 △ 1,000

普通預金 1,656,225 19,457,744 ▲ 17,801,519 負債合計 0 1,000 △ 1,000

固定資産 17,000,000 17,000,000

定期預金 17,000,000 17,000,000 次期繰越活動増減差額 18,656,225 19,456,744 ▲ 800,519

（当期活動増減差額） -800,519 -5,173 ▲ 795,346

純資産の部合計 18,656,225 19,456,744 ▲ 800,519

資産の部合計 18,656,225 19,457,744 ▲ 801,519 負債及び純資産の部合計 18,656,225 19,457,744 ▲ 801,519

純資産の部

資産の部 負債の部



― 東サポからのお知らせ ― 

一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会では、障害のある方とそのご家族の“安心できるくらし”を応

援しています。会員が利用できる「生活サポート総合補償制度」は、病気治療や検査によるご入院やおケガの

補償、第三者に対する賠償事故、職業従事中のトラブルなど、日常生活での様々な“お困りごと”に対応していま

す。この機会にぜひサポート協会をご紹介ください。資料送付・家族会などでの説明もお受けしております。 

 

●重要なお知らせ 

2025 年度より「生活サポート総合補償制度」が改定されます。 

プランの追加や掛金の改定、個人賠償責任補償に「施設等管理下財物復旧費用」が 

新設されるなど、施設の皆さまにも関わりのある内容が含まれます。 

代理店株式会社ジェイアイシーによる詳しいご説明も承りますので、東サポ事務局 

までご依頼ください。 

 

〔東サポ事務局〕TEL：042-300-1366 ／ FAX：042-300-1367 

Email：tosapo@tshien.jp 
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編 

集 

後 

記 

 第１８回東京大集会「くらしの場を選ぶこと」 

１ 配信日 令和６年９月７日（土）13:00～16:00 

２ 開催方法      ライブ 

３ 主 催  東京大集会実行委員会 

 ＜実行委員会構成団体＞ 

東京都社会福祉協議会知的発達障害部会、 

東京都発達障害支援協会、東京都手をつなぐ育成会、 

東京知的障害児･者入所施設保護者会連絡協議会、 

東京都自閉症協会、日本ダウン症協会 

４ 共 催 (一社)東京都知的障害児者生活サポート協会 

５ 後 援 (公社)東京社会福祉士会 

 

※東京大集会実行委員長  小池 朗 

（東京都社会福祉協議会知的発達障害部会部会長） 

６団体からのアピール文 

支援協会からの発表 

大集会では、グループホーム niima で行ってきた「暮らしの場

を選ぶこと」を紹介させていただきました。暮らしの場を選ぶ

こととは日々「えらぶ」ことではないかと思っています。意思 
大熊佑氏による発表 

今年度の総会より地域支援部会副部会長兼事務局長を仰せつかっております、鈴木千香子と申します。 

2024年度は報酬改定があり、それを受けて研修会や会議の機会を多く持つことができました。 

今後も変わりゆく社会、福祉の中でご当事者様・ご家族様そして関わる職員等の想いに寄り添い、発信して 

いけるよう努めて参りたいと思います。 

今後ともご指導ご鞭撻のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。 

表示に時間がかかったり、なかなか表出できなかったりと「えらぶ」ことは簡単ではありませんが、好きなこ

と、嫌いなこと、したいこと、したくないこと、などを日々「えらぶ」ことで niima が単なる場所ではなく暮ら

しの場になっていくと考えています。ここには、野球観戦しながらスコアブックをつけることが生きがいの方、

目的地を自分で決めて電車で出かけることが生きがいの方がいます。その一人一人違う本人らしい暮らしをどこ

まで本人のペースに合わせられるか、生きがいを続けられる場所をつくっていけるかが大切だと考えています。                                

＜発表者：niima 大熊佑＞ 

mailto:tosapo@tshien.jp

